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1． 対象(図 2) 
2009 年 6 月から 2016 年 7 月までに浜松医科
大学附属病院で分娩した単胎の 5251 例中、妊
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て判断し「CAM 優位型」とした(図 4)。 
  
図 4. 胎盤病理による型分類 
 


























は 2 症例、CAM 優位型は 1 症例、脱落膜炎優
位型は 3 症例であった。各群における流早時








炎は軽度であった(図 6c,d)。症例 3 では第 1 子













 表 1．症例の詳細・次回妊娠の転帰  
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30 週入院、32 週に破水となるも 36 週に分娩
となり、生児を得た。 
それぞれ図 5 に示した管理方針に従い妊娠
管理を行ったところ「非炎症型」で 1 例 33 週 
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Andrea らは、前回妊娠 14 週～23 週での流
早産の既往がある例は前回満期分娩の例に比べ 
て約 11 倍も 23 週未満の流早産を反復する率
が高いと報告している 1)。Goldenberg らは、
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病理が存在しない例は 8 例あった。8 例中、次
回の妊娠において 24 週の早産が 1 例、28 週
の早産が 1 例あるが、いずれも頸管縫縮はさ
れていない。これら流早産時の胎盤病理が存在
しない 8 例での 32 週未満の反復流早産率は
25％であった。これに対し胎盤病理検査を
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